
単元構想図

・石灰水の白濁やろ
うそくの燃焼時間
気体検知管などを
適切に使って、自
分が考えた気体を
同定する実験を構
想することができ

・ものの燃焼のしく る
みを適用し、身の
回りのものを進ん
で調べることがで
きる（第８時）

・酸素の検知管を適
切に使って酸素の

・ものが燃えると酸 濃度を調べること
（ ）素が減って、二酸 ができる 第７時

化炭素が増えるこ
とが分かる ・二酸化炭素の検知
（第５～７時） 管を適切に使って

二酸化炭素の濃度
を調べることがで
きる（第６時）

・石灰水を使って二
酸化炭素の検出が
できる（第５時）

・ろうそくの燃焼時
間から酸素の有無
を見分けることが

・空気の組成は窒素 できる（第４時）
８０％、酸素２０
％などであること ・水上置換を使って
が分かる（第３時） 気体を集めること

（ ）ができる 第３時

・ものの燃えるしく
みに興味を持ち、
進んで調べること
ができる（第１時）

◎植物体が燃えるときには空気中の
酸素が使われて二酸化炭素ができる

◎ろうそくが燃えると
二酸化炭素が増える

◎ろうそくが燃える
と酸素が減る

◎燃えた後に二酸化炭素
ができない物もある

◎空気中に含まれている酸素に
ろうそくを燃やす働きがある

◎ろうそくが燃える
には空気が必要だ

◎ものが燃えると空気がなくなるのではないか
◎空気が別の物になるのではないか

◎空気中のどの気体がろう
そくを燃やすはたらがある
のだろうか？

◎ろうそくが燃えた後酸素
はどうなるのだろうか？

、◎ろうそくが燃えた後
二酸化炭素ができるの
だろうか？

◎どんなものでも燃えた後に二
酸化炭素ができるのだろうか？

◎気体を作ることはで
きるのかな？

◎水に入浴剤を入れて
発生する気体は何だろ
（ ）うか？ 発展的な内容

◎ペットボトルのなかのろ
うそくを燃やし続けるには
どうしたらよいのか？

◇第１・２時の学習活動
ペットボトルのなかでろうそく
を燃やし続ける方法を調べる

◇第３・４時の学習活動
ろうそくを燃やすはたらきがあ
る気体は何か調べる

◇第７時の学習活動
ろうそくを燃やした後、酸
素が減ることを調べる

◇第６時の学習活動
ろうそくを燃やした後、二酸化
炭素がどれくらい増えか調べる

◇第５時の学習活動
ろうそくを燃やした後、二酸化
炭素が増えることを調べる

◇第８時の学習活動
どんなものでも燃えた後に、
二酸化炭素がでるか調べる

◎酸素を作ることはで
きるのかな？

◎酸素や二酸化炭素を
発生させてみよう
（発展的な内容）

（全11時間）ものの燃え方と空気


